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ネ
パ
ー
ル
南
部
の
ブ
ト
ワ

ル
市
郊
外
に
旬
日
新
聞
、
毎

日
新
聞
社
会
事
業
団
と
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
、
本
部
南
山
市
）
の
連

携
で
つ
く
ら
れ
た
「
ネ
パ
ー

ル
子
ど
も
病
院
」
＝
尊
真
Ｏ

日
日
で
診
察
が
始
ま
っ
た
＝
同

９
．
初
日
の
３
日
は
診
察
開

始
予
定
時
間
前
か
ら
約
5
0
組

の
母
子
が
待
ち
受
け
、
地
元

の
病
院
に
寄
せ
る
期
待
の
大

き
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

【
ブ
ト
ワ
ル
で
藤
原
健
、
写
真

も
】
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ブ
ト
ワ
ル
市
は
病
院
の
開
所

式
が
行
わ
れ
た
石
茸
２
日
」

を
「
病
院
の
日
」
と
決
め
、
今

後
、
日
本
の
子
ど
も
だ
ち
と
の

交
流
も
深
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
４
日
ま
で
に
診
察
を
受
け
た

の
は
、
計
約
２
０
０
組
。
医
療

ス
タ
ッ
フ
は
、
ネ
パ
ー
ル
人
と

日
本
人
の
混
成
で
、
医
師
３
人

一
　
と
看
護
婦
、
検
査
技
師
約
1
0
人
。

　
病
院
は
世
界
的
な
建
築
家
、

安
藤
忠
雄
さ
ん
の
設
計
だ
が
、

高
い
天
井
、
採
光
を
重
視
し
た

内
部
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
他
の
病

院
に
は
な
い
明
る
さ
で
、
あ
る

母
親
は
「
こ
ん
な
に
き
れ
い
な

病
院
で
診
察
を
受
け
ら
れ
る
な

ん
て
夢
の
よ
う
」
と
話
し
た
。

　
病
院
運
営
に
は
地
元
も
全
面

協
力
し
て
お
り
、
管
内
の
各
小

学
校
か
ら
生
徒
１
人
当
た
り
１

ル
ピ
ー
（
約
２
円
）
単
位
の
「
積

立
港
を
集
め
て
「
自
分
た
ち

の
病
院
」
に
す
る
施
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
地
元
独
自

の
か
か
わ
り
を
展
開
す
る
予

定
。
院
長
の
ラ
メ
シ
ュ
ワ
ル
・

ポ
カ
レ
ル
医
師
は
「
国
境
を
超

え
て
多
く
の
人
の
支
援
を
受
け

た
病
院
だ
け
に
、
親
切
、
丁
字

な
診
察
を
続
け
、
子
ど
も
の
命

を
牧
う
こ
と
で
、
街
の
発
肢
に

も
寄
与
し
た
い
」
と
抱
負
を
陪

っ
た
。
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